
慈
雲

「十
善
戒
」
の
歴
史
的
役
割

柏

原

祐

泉

一

徳
川
時
代
後
期
に
正
法
律
を
説

い
て
独
自
の
教
学
を
開
拓
し
た
真
言

宗
慈
雲
飲

光
 (享
保
三
年
-
文
化
元
年

一
七
一
八
-
一
八
〇
四
)
 の
十
善

戒
 
(不
殺
生
・
不
倫
盗
・
不
邪
婬

・
不
妄
語

・
不
綺
語

・
不
悪
口
・
不
両
舌
・

不
貧
欲

不
瞑
悉
・
不
邪
見
)
 の
提
唱
は
、
た
ん
に
仏
教
学
的
考
察
に
留

ま
ら
ず
、

近
世
仏
教
の
庶
民
教
化
や
近
代
在
家
仏
教

へ
の
影
響
な
ど
に

留
意
す
れ
ば
、
思
想
史
的
に
も
更
に
検
討
し
て
ゆ
く

ぺ
き
問
題
が
多

い
。
こ
こ
で
は
慈
雲
の
十
善
戒
提
唱
の
内
容
を
と
く
に
歴
史
学
的
視
点

か
ら
考
察

し
て
、
そ
の
歴
史
的
役
割
の
位
置
づ
け
を
試
み
た
い
と
お
も

う
。ま

ず
十
善
戒
提
唱
の
性
格
に
つ
い
て
み
れ
ば
、

第

蝋
に
は
、
「
世
間

ノ

戒
も
出
世
間
戒
も
声
聞
戒
も
菩
薩
戒
も
、
此
十
善
戒
を
根
本
と
す
る
じ

や
。
し
 (口
語
体

『十
善
法
語
』
第
一
、
以
下

『法
語
』
と
)
、
「
一
切
戒
法
と

ノ

ブ

ノ

七
て
此
十
善
戒
に
漏
る
る
こ
と
は
な
き
じ
や
。
五
戒
八
戒
と
云
も
此
戒

の
支
分
じ
や
。
…
…
経

中
に
二
百
五
十
、

五
百
、
三
千
威
儀
と
云
も
、

ノ

…
…
本

体
は
此
十
善
じ
や
。
」
(同
第
十
二
)
、
「あ
ら
ゆ
る
大
小
顕

密

の

諸
戒
を
束
ね
て
十
善
と
す
。
」
(門
弟
詮
海
撰

『
水
薬
師
中
興
奉
律
縁
起
』
)

と
い
つ
て
、
十
善
戒
を
仏
教
全
体
に
通
ず
る
根
本
戒
と
し
、
か
っ
諸
戒

を
総
括
す
る
通
戒
と
規
定
し
た
こ
と
で
あ
る
。
第
二
に
は
、
「
人

の
人

ノ

ノ

た
る
道
は
此
十
善
に
在
る
じ
や
。
」
(
『
法
語
』
巻
頭
)
、「
此
十
善
は
生
れ

ツ

ま
ま
に
具
て
有
る
じ
や
。
」
(同
第

一
)
 と
い
つ
て
、
教
団
内
や
仏
教
者

特
有
の
も
の
で
な
く
、
ひ
ろ
く
人
間
の
普
遍
的
な
道
と
し
て
、
人
間
道

と
し
て
説
い
た
こ
と
で
あ
る
。
第
三
に
は
、
例
え
ば
不
殺
生
戒
や
不
愉

盗
戒
に
つ
い
て
、
二

切
衆
生
は
我
子
な
る
に
由

て
、

一
切
有
命

の
者

ツ

に
対
す
れ
ば
不
殺
生
戒
と
名
く
る
。
」
「三
界
は
我
所
領
な
る
に
由
て
、

金
銀
財
宝
、
禄
位
官
爵
に
対
す
れ
ば
不
倫
盗
戒

と
な
る
。」
(同
第

一
)

な
ど
と
説
い
て
、
戒
を
世
俗
生
活
上
の
内
面
的

な
心
構
え
の
問
題

と

し
、
法
則
的
な
解
釈
を
離
れ
て
非
律
法
化
し
た

こ
と
で
あ
ち
。
以
上
の

諸
点
か
ら
み
れ
ば
、
慈
雲
は
十
善
戒
を
通
仏
教
的
な
実
践
道
と
し
て
説

い
た
ば
か
り
で
な
く
、
戒
を
世
俗
の
中
に
解
放

し
普
遍
化
し
、
さ
ら
に

生
活
化
し
庶
民
化
し
た
こ
と
が
わ
か
る
で
あ
ろ
う
。

つ
ぎ
に
、
こ
の
よ
う
に
庶
民
に
解
放
さ
れ
た
十
善
戒
は
、
近
世
庶
民

慈
雲

「
十
善
戒
」

の
歴
史
的
役
割
 
(
柏

原
)
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慈
雲
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善
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の
歴
史
的
役
割
 (柏

原
)

が
自
ら
の
職
分
を
尽
し
、
職
分
に
充
足
す
る
道
と
し
て
説
か
れ
た
。
す

ノ

ガ

な
わ
ち
、
「
王
公
な
れ
ば
其
国
土
人
民
が
我
楽
と
な
り
来

る
。
士
農

工

商
な
れ
ば
そ
れ
ん
N
の

作
業
が
我
楽
と
な
り
来
る
。」
(同
)
、
「百
姓
農

ノ

人
は
明
君

の
重
ん
ず
る
所
で
是
が
国
の
本
じ
や
。
…
…
此

農
業
は
自
ら

ノ
さ

ご
う

天
地
生
育

の
趣
に
順
ず
る
。
…
…
其

作
業
自
ら
天
の
道
を
楽
む
と
云
べ

き
じ
や
。

…
…
工
匠
の
道
も
面
白
か
る
べ
き

こ
と
じ
や
。
…
…
天
下
の

フ

重
宝
に
な
り
人
民
の
便
宜
に
な
る
べ
き
な
ら
ば
、
自
ら
其
身
を
養
に
足

ノ

り
、
…
…
是
中
自
ら
天
よ
り
分
付
す
る
楽
有
て
存
す
る
。
…
…
商
質
の

ノ

ノ

ノ

中
に
も
其
道
其
楽
は
あ
る
べ
き
じ
や
。

…
…
此
交
易
し
て
有
無
を
通
ず

ノ

る
、
其
道

の
あ
る
べ
き
じ
や
。
勿
論
商
質
は
財
利
を
本
と
す
。
…
…
誤

け
が

ノ

ノ

れ
ば
財
利
に
漬
れ
て
其
道
を
失
ふ
。
…
…
此

財
利
と
云
も
の
は
天
命
の

あ
る
処
、

宝
蔵
神
の
守
護
す
る
処
、
妄
り
に
得

ぺ
か
ら
ず
じ
や
。
本
を

推
し
て
云
は
ぼ
法
性
等
流
、
十
善

の
余
慶

じ
や
。
」
(同
第
五
)
 と

い

つ

て
、
と
く
に
農
工
商
が
そ
れ
ぞ
れ

「国
の
本
」
「
天
下
の
重
宝
」
「交
易

し
て
有
無
を
通
ず
る
」
な
ど
の
公
的
な
職
分
を
自
覚
す
る
た
め
の
教
え

と
さ
れ
た
。
な
か
で
も
商
人
が

「
財
利
を
本
と
す
」
る
こ
と
を
認
め
、

(
1
)

そ
の
自
覚
的
な
運
用
を
説
く
こ
と
は
、
商
人
蔑
視
の
思
潮
に
抗
し
、
そ

の
自
律
性
を
促
が
す
意
味
が
あ
つ
た
。
要
す
る

に
職
分
に
関
す

る
限

り
、
四
民
は
社
会
的
に
平
等
な
役
割
を
分
担
し
、
対
等

で
あ
る
こ
と
を

十
善
道
か
ら
自
覚
さ
せ
よ
う
と
し
た
の
で
あ

つ
た
。

し
か
し
、
職
分
的
に
平
等
観
を
自
覚
さ
せ
は
し
た
が
、
そ
れ
は
決
し

て
身
分
的
差
別
を
越
え
る
も
の
で
は
な
か
っ
た
。
む
し
ろ
慈
雲
は
、
四

民

の
身
分
的
差
別
を
肯
定
し
、
そ
の
絶
対
性
を
十
善
思
想
に
よ
つ
て
裏デ

づ
け
よ
う
と
し
た
。
す
な
わ
ち
、
「
(不
楡
盗
戒
)
 今
人
間
世
界
に
生
れ
出

し
自
己
五
尺
の
色
身
は
、
過
去
十
善
の
影
に
て
、
…
…
影

が
手
前
分
斉

に
て
、

一
生
の
寿
命
も
福
分
も
、
…
…
定

り
た
る
も
の
じ
や
。
既
に
分

ノ

ノ

限
定
る
上
は
、
此
影
と
彼
影
と
相
乱
ず
る
こ
と
は
な
ら
ず
、
…
…
福
分

レ

が
彼
此
定
り
あ
る
に
由
て
、
彼
を
減
じ
て
此
を
増
す
こ
と
も
な
ら
ず
、

…
…
此

増
減
の
な
ら
ぬ
場
処
が
仏
性
の
あ
り
姿

で
、
不
愉
盗
戒

の
縁
起

ツ

じ
や
。
…
…
そ

れ
ぐ

に
分
限
有
て
み
だ
り
に
与
奪
せ
ざ
れ
ど
も
、
率

ガ

土
み
な
我
掌
握
た
る
こ
と
を
妨
げ
ぬ
じ
や
。
」
(
同
第
二
)
、
「愛

に
至
て

君
臣
分
定
る
。
君
は
常
に
君
た
り
。
臣
は
と
こ
し
な

へ
に
臣
た
り
。
…

ノ

ノ

…
其
君
愚
昧
な
る
も
臣
と
し
て
は
推
戴
す
べ
し
。
其
臣
徳
あ
る
も
敢
て

ノ其
位
を
窺
釜
す
べ
か
ら
ず
。
」
(同
)
、
「(不
食
欲
戒
)
 一
念
分
を
超
え
貧

欲
に
随
順
す
れ
ば
、
自
心
に
背
く
じ
や
。
世
間

に
背
く
じ
や
。
人
倫
に

背
く
じ
や
。
天
道
に
背
く
じ
や
。
法
性
に
背
く

じ
や
。

一
言
半
句
そ
の

ユ

分
を
超
れ
ば
、
自
心
に
背
く
。
人
倫
に
背
く
。

天
道
に
背
く
。
法
性
に

エ

背
く
。
…
…
こ

の
常
を
守
り
分
を
超
ぬ
こ
と
は
、
至
て
易
き
道
な
れ
ど

ノ

も
、
其
徳
は
広
大
な
る
こ
と
じ
や
。
天
地

の
道

じ
や
。
万
物

の
情

じ

や
。
古
今
不
易
の
大
道
じ
や
。
」
(同
第
八
)
 と

い
つ
て
、
身
分
的
差
別

の
遵
守
が
各
十
善
戒
の
実
践
と
さ
れ
た
。

こ
の
庶
民
に
対
す
る
身
分
的

差
別
の
遵
守
と
先
の
職
分
的
平
等

の
自
覚
と
は
、
幕
藩
体
制
の
な
か
で

は
決
し
て
相
背
反
す
る
も
の
で
な
く
、
む
し
ろ
そ
の
調
和
の
上
に
有
機

的
な
社
会
生
活
が
成
立

つ
も
の
と
さ
れ
、
多
く

の
仏
教
者
も
屡

々
そ
の
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(
2
)

教
誠
に
つ
と
め
た
と
こ
ろ
で
あ
つ
た
。
し
た
が
つ
て
慈
雲

の
場
合
も
、

あ
く
ま
で
身
分
的
差
別
を
前
提
と
し
て
、
そ
の
上
に
職

分
を
逐
行
さ

せ
、
そ
の
職
分
に
充
足
さ
せ
よ
う
と
す
る
も

の
で
あ

つ
た
。
そ

の
点

で
、
そ
の
十
善
戒
の
提
唱
は
、
庶
民
を
し
て
幕
藩
体
制
の
身
分
制
社
会

の
な
か

へ
よ
り
強
く
固
定
さ

せ
、
よ
り
積
極
的
に
機
能
化
さ
せ
る
役
割

を
果
す
こ
と
と
な

つ
た
と
い
う
べ
き
で
あ
ろ
う
。

二

つ
ぎ
に
慈
雲
の
十
善
戒
提
唱
に
つ
い
て
注
意
さ
れ
ね
ば
な
ら
な
い
の

は
、
そ
の
神
道
思
想
と
の
関
係
に
つ
い
て
で
あ
る
。

こ
の
点
に
つ
い
て

は
従
来
殆
ん
ど
留
意
さ
れ
て
い
な
い
と
お
も
わ
れ
る
の
で
、

と
く
に
注

目
し
て
お
き
た
い
と
こ
ろ
で
あ
る
。
慈
雲
の
神
道
思
想
は
独
得
の
構
造

を
も
つ
雲
伝
神
道
 (葛
城
神
道
)
 と
し
て
知
ら
れ
て
い
る
が
、
そ
れ
は
強

い
朱
子
学

批
判
や
旧
来
の
本
地
垂
 
説
に
よ
る
神
仏
関
係
の
否
定
な
ど

を
伴
な
い
、
か
つ
我
国
を
万
国
中
の
宗
国
と
し
て
把
え
、
神
仏
関
係
を
、

シ

ノ

「
自
性
清
浄
心
が
有
為
法
に
向

へ
ば
現
今
神
道
な
り
。
若
此
神
道
が
無

ル

為
無
漏
法

に
向

へ
ば
仏
道
に
入
な
り
。
」
(『神
道
灌
頂
教
授
式
抄
』)
 と
説

か
れ
る
よ
う
な
、
表
裏

一
体
、
相
依
共
存
の
関
係
で
把
握
さ
れ
る
も
の

で
あ

つ
た
。
そ
れ
は
さ
ら
に
、
「神
道
は
有
為
法
な
り
。

国
家

の
守

り

た
が
ひ
な
く
、
君
臣
の
み
ち
謬
ら
ず
、
君
は
常
に
君
た
り
。
万
代
を

ヘ

ノ

て
其
位
う
こ
か
ず
、
臣
は
と
こ
し
な

へ
に
臣
た
り
。
」
(『
天
の
御
蔭
』)
 と

い
う
、
徳
川
治
政
の
不
変
性
の
根
拠
と
し
て
も
説
明
さ
れ
る
も
の
で
あ

(
3
)

つ
た
。

こ
の
よ
う
な
性
格
を
も
つ
雲
伝
神
道
が
、
そ
の
ま
ま
十
善
戒
と

結
合
さ
れ
て
い
る
と
い
え
る
の
で
あ
る
。

ト

十
善
戒
と
神
道
と
の
関
係
に
つ
い
て
次
の
如
く
い
う
。
「十
善

者
鎮

シ

シ

護
国
家
之
正
紀
、
摂
取
僧
網
之
大
網
也
。
…
…
神
祇
守
護
明
哲
相
承
、

シ
テ

ル

ニ

シ

タ
カ
バ

展
転
受
授

下
至
二於
小
子
愚
一
。蓋
二
千
七
百
有
余
歳
、
法
規
不
レ
爽
。
」

(
口
語
体

『
法
語
』
序
)
、
「我
神
国
は
他
の
邦
に
ま
さ
り
、
神
道

は
諸
道

へ

に
す
ぐ
れ
て
、
十
善
に
相
応
し
て
不
邪
見
な
る

こ
と
を
述
て
、

…
…
我

国
の
神
道
は
即
ち
正
知
見
な
り
。
正
知
見
と
は
す
な

は
ち
不
邪
見

な

り
。
此

一
句
実
に
万
代
神
学
の
亀
鏡
な
り
。
」

(門
弟
諦
濡
撰

『
十
善
略
法

語
随
行
記
』)
 と
。
す
な
わ
ち
神
道
は
十
善
を
も

つ
と
も
典
型
的
に
示
す

も
の
で
あ
り
、
十
善
は
我
国
の
依
る
ぺ
き

「
正
紀
」
で
あ
り
、
国
家
創

立
以
来
の
神
祇
守
護
の
伝
統
を
引
継
ぐ
も
の
と
さ
れ
る
。

一
方
、

慈
雲

直
筆
 (慈
雲
所
持
本
)
 の

『
十
善
之
系
統
』
に
よ
れ
ば
、
十
善
戒
の
伝
統

を
イ
ン
ド

・
中
国

・
日
本

へ
と
辿
り
、
イ
ン
ド
で
は
最
初
に
大
迦
葉
尊

者
を
あ
げ
、
以
下
阿
難
尊
者
な
ど
五
七
伝
し
、

つ
い
で
覚
賢
に
よ
り
中

国
に
伝
来
さ
れ
、
慧
遠
以
下
八
伝
し
て
、
鑑
真

に
よ
り
日
本
に
も
た
ら

さ
れ
、

つ
い
で
如
宝

・
豊
安

・
道
静
に
至
り
、

「
こ
の
三
師
我
邦

に

て

法
を
伝
へ
あ
り
し
也
。
時
に
南
都
北
嶺
の
争
ひ
出
来
て
、
諸
宗
に
我
相

ふ
か
く
如
法
を

つ
ぐ
人
な
し
。
そ
れ
ゆ
へ
春
日
大
明
神
に
附
託
也
。
」

と
し
て
、
春
日
大
明
神

へ
の
伝
法
を
説
く
。

つ
ぎ
に
春
日
大
明
神
以
後

は

「
凡
四
百
年
斗
、
折

々
に
は
如
法
の
僧
あ
れ
ど
も
法
系
相
続
な
か
り

し
也
。
」
と
し
、
実
範
に
至
り
、
「
こ
の
師
戒
法
相
続
の
た
め
に
春
日
社

に
参
籠
、
神
託
を
受
て
法
を
伝

へ
し
也
。
」
と
伝
来
を
起

し
、
以

後
覚

慈
雲

「
十
善
戒
」

の
歴
史
的
役
割
 
(
柏

原
)
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慈
雲

「十
善
戒
」
の
歴
史
的
役
割
 (柏

原
)

盛

・
円
律

・
凝
然

・
雪
心

・
志
玉
へ
至
り
、
志
玉
に
つ
い
て
は
再
び
、

「
こ
の
時
又
如
法
の
僧
な
く
春
日
明
神

へ
附
託
也
。
」
と
春

日
明
神

へ

伝
え
、
以
後
は
ま
た

「
凡
百
四
五
十
年
斗
、
僧
中
に
如
法
の
人
相
続
な

し
。
」
と
さ
れ
、
明
忍
に
至
り
、
再
度

「
こ
の
人
、
其
師
晋

海
僧
正

の

指
示
に
よ
り
て
春
日
社
に
参
籠
、
神
託
を
受
て
法
を
伝

へ
し
也
。
」
と

し
て
律
僧

へ
の
伝
承
を
説
き
、
以
後
真
空

・
慈
忍

・
洪
善

・
忍
綱
を
経

て
慈
雲

に
至
る
こ
と
を
明
ら
か
に
し
て
い
る
。
さ
ら
に
ま
た
自

撰

の

『
慈
雲
大
和
上
伝
戒
記
』
に
よ
れ
ば
、
以
上
の
所
伝
を
逆
に
た
ど

つ
て
、

ク

レ
ハ

ハ

ニ
シ
テ

ス
ル

ヲ

「恭
惟

十
善
者
有
仏
無
仏
性
相
常
爾
之
法
、
而
古
先
聖
皇
御
二宇
内
一

ヨ
リ

ス

キ

カ

ヲ

ス
ル
ニ

ニ

之
明
制
也
。
固

非
下
如
二余
小
子
一以
二
生
得
之
福
縁
一而
詳
悉
上
焉
。

幸

テ

タ
リ

コ
ト
ヲ

ノ

ヘ

ニ

ル

ト
カ

有
二
所
承

一
、得
レ
潤
二
干
斯
戒
善
一
。

所
承
為
レ
誰
。
忍
綱
紀
和
尚
也
。

カ

ニ

ル

ヲ

ク

ト

和
尚
従
レ
誰
而
受
。
洪
善
摂
尊
者
也
。
尊
者
之
師
名
二
慈
忍
猛
律
師

一
。…
…

ノ

ハ

ト
ス
ル

レ

ナ
リ

ハ

ク

ヲ

ニ

律
師
所
レ
師

是
真
空
阿
公
。
阿
公
受
二之
干
明
忍
大
律
師

一
。
大
律

師

ス
ル
ヤ

セ
ン
ト

ヲ

テ

ヲ

ニ

ク

ク

ヲ

ハ

欲
レ
中
二
興

律
儀
二也
祈
二之
干
春
日
社
輔而
親
受
二
神
託
幻
春
日
者
天
児

ノ

ニ
シ
テ

ニ

テ

マ
ス

ニ

ノ

ヘ

ス
ル
ヤ

屋
根
命
、

…
…
後

移
而
在
二春
日
第
三
殿
一
。唐
鑑
真
大
師
来
朝

也
、

ラ

シ
テ

テ

ク

ハ

レ

ス

ト

ス

ノ

ヲ

し

自
現

而
相
遇
日
、
我
是
称
二
慈
悲
万
行
菩
薩
一
。
護
二如
来
正
法
一云

々
。

ノ

ケ
ル

ニ

ヒ

ク

ノ

タ
ル
ヲ

シ

ニ

ス
カ

ヲ

ノ

ノ

其
於
二律
義
一也
再
継
二其
絶
画
如
二余
処
明
一レ
之
焉
。
此
十
善
法
与
二
神

ヒ

ス
ル
コ
ト

ル

テ

ル

明
一相
表
裏
、

有
レ所
二由
而
来

一臭
哉
。
」
と
い
つ
て
い
る
。
以
上
の
系

譜
の
な
か

で
、
実
範
や
明
忍
が
春
日
明
神
か
ら
伝
受
さ
れ
た
と
い
う
の

は
、
『本
朝
高
僧
伝
』
や

『
明
忍
律
師
行
業
曲
記
』
な
ど
に
よ

つ
て
い

る
か
と
お
も
う
が
、
そ
の
論
拠
は
と
も
か
く
と
し
て
、
イ

ン
ド
以
来
の

伝
承
を
我
国
で

一
端
春
日
社
を
介
し
て
神
道
を
通
過
さ
せ
、
十
善
戒
が

「与
二神
明
一相
表
裏
」
す
る
こ
と
を
強
調
し
て
い
る
点
に
注
目
す
べ
き

で
あ
る
。

す
な
わ
ち
、
十
善
戒
が
神
道
か
ら
附
託
さ
れ
、
神
道
と

一
致
す
る
こ

と
は
、
と
り
も
な
お
さ
ず
十
善
戒
が
神
国
意
識
に
基
づ
く
国
家
観
に
支

え
ら
れ
て
い
る
こ
と
を
意
味
し
、
そ

こ
に

一
種
の
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ

ム
が

あ
る
こ
と
を
認
め
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。
こ
の
こ
と
は
、
幕
藩
体
制
の

幕
府
直
轄
領
や
藩
領
に
よ
る
分
散
的
な
統
治
形
態
の
な
か
に
あ

つ
て
、

ひ
ろ
く
統

一
的
な
国
民
意
識
を
養
う
も
の
で
あ
り
、
庶
民
に
普
遍
的
国

家

の
存
在
を
自
覚
さ
せ
よ
う
と
す
る
も
の
で
あ

つ
た
。

そ
の
点
で
、
十

善
戒
提
唱
は
た
ん
に
人
間
道
の
自
覚
を
促
す
に
留
ま
ら
な

い
、
画
期
的

な
意
味
を
も

つ
て
い
た
こ
と
を
知
る
の
で
あ
る
。
し
た
が

つ
て
こ
の
神

国
意
識
、

ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ

ム
の
促
進
が
、
幕
藩
体
制
の
な
か
で
如
何
な

る
役
割
を
果
し
た
か
が
問
わ
れ
ね
ば
な
ら
な
い
。
し
か
し
、
そ
れ
は
結

論
に
廻
し
、
さ
ら
に
十
善
戒
提
唱
を
支
え
て
い
る
普
遍
的
精
神
に
つ
い

て
今
少
し
考
察
し
て
お
き
た
い
と
お
も
う
。
そ
れ
は
大
別
す
れ
ば
、
通

仏
教
的
精
神
と
世
界
主
義
的
精
神
に
代
表
さ
せ
う
る
で
あ
ろ
う
。
ま
ず

通
仏
教
的
精
神
に

つ
い
て
み
れ
ば
、
第

一
に
は
、
「
今
時
諸
宗

の
人
の

フ言
通
り
が
仏
法
な
ら
ば
、
智
愚
賢
不
肖
、
上
下
古
今
に
推
通
じ
て
、
道

と
す
ぺ
き
道
で
は
な
き
じ
や
。
」
(『
法
語
』
第
二
)
、
「後
世
仏
者
の
類

は
、

自
宗
他
宗
の
仏
く
ら
べ
法
く
ら
べ
ば
か
り
を
な
す
。
我
家
の
仏
こ
そ
尊

フ

け
れ
、
我
宗
こ
そ
便
な
れ
と
云
。
…
…
頓

教

・
円
教

・
大
乗
無
上
乗
な

ウ

シ

ど

瓦
云
て
、
甚
き
に
至
て
は
、
仏
語
を
も
自
己

の
妄
想
を
以
て
取
捨
判
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断
す
る
や
う
に
成
る
じ
や
。」
(同
第
十
二
)
 と
い
つ
て
、
既
成
の
個
別
的ノ

教
団
仏
教
を
痛
烈
に
批
判
し
て
い
る
。
そ
し
て
つ
ぎ
に
、
「
僧
中
有
徳

ハ

ゼ

ヲ

ク

ニ

ス

ハ

ハ

人
者
、
不
レ
論
二自
他
宗
一悉
当
二崇
敬

一
。法
義
者
本
宗
之
事
相
教
相
勿

ク

ラ
ク

シ

テ

シ

テ

キ

論
、

一
大
蔵
経
悉
須
二修
学
一也
。
禅
定
以
治
二
心
地
一
、天
台
教
相
以
開
ニ

ヲ

ピ

ノ

キ

ラ
ク

ヲ
テ

ニ

ス

義
解
一
、
及
浄
土
法
門
等
須
二随
レ
分
修
学
一事
。
」
(『高
貴
寺
規
定
』)
 と

い

キ

っ
て
、

一
宗

一
派
に
偏
ら
な
い
普
遍
的
、

諸
宗
兼
学
的
な
修
学
を
す
す

め
て
い
る

の
で
あ
る
。

つ
ぎ
に
世
界
主
義
的
精
神
に
つ
い
て
み
れ
ば
、
ま
ず
十
善
戒
遵
守
に

ノ

シ

シ

っ
い
て
、
「唯
此
十
善
の
み
、
万
国
に
推
通
じ
古
今
に
推
通
じ
、

智
愚

シ

賢
不
肖
、

貴
賎
男
女
に
推
通
じ
て
、
道
と
す
ぺ
き
道
じ
や
。
…
…
一

人

ノ

ノ

守
れ
ば
其

人
が
賢
聖
の
行
、
慈
悲
者
の
儀
ひ
じ
や
。

一
家
守
れ
ば
其
家

ノ

が
賢
聖
の
行
、
慈
悲
者
の
儀
ひ
じ
や
。
一
村
守
れ
ば
其
村
が
賢
型

の
行
、

ノ

慈
悲
者

の
儀
ひ
じ
や
。

一
国
守
れ
ば
其
国
が
賢
聖
の
行
、
慈
悲
者
の
儀

ひ
じ
や
。

万
国
奉
行
せ
ば
万
国
が
賢
聖
の
行
、
慈
悲
者
の
儀
ひ
じ
や
。

ク

ノ

フ

ル

万
国
如
レ
是
な
ら
ば
、
浄
土
と
云
名
も
外
に
は
有
ま
じ
き
じ
Cや
。
」
コ

レ

ノ

邑
此
を
守

れ
ば
其
邑
こ
れ
賢
聖
の
行
、

正
智
見
の
儀
ひ
じ
や
。

一
国
此

ノ

を
守
れ
ば
其
国
こ
れ
賢
聖
の
行
、

正
知
見
の
儀
ひ
じ
や
。
天
下
と
倶
に

守
れ
ば

一
天
下
賢
聖
の
行
、
正
知
見
の
儀
ひ
じ
や
。
…
…
正
眼
に
看
来

れ
ば
、

一
切
国
土
と
し
て
仏
国
な
ら
ざ
る
は
な
く
、

一
切
衆
生
と
し
て

仏
子
な
ら
ざ
る
な
く
、

一
切
道
と
し
て
仏
法
な
ら
ざ
る
な
し
じ
や
。
」

(『
法
語
』
第
二
)
 と
い
つ
て
、
世
界
的
規
模
で
実
践
さ
れ
る
べ
き
道

で
あ

る
こ
と
を
説
く
。
そ
れ
は
、
十
善
戒
が
人
間
道

と
し

て
普
遍
性
を

も

ち
、
通
仏
教
的
な
根
本
的
性
格
を
有
す
る
と
い
う
、
自
負
心
か
ら
の
提

言
で
あ
る
と
い
え
よ
う
。

こ
の
提
言
の
範
囲
で
み
る
限
り
、
そ
こ
に
は

封
鎖
的
な
意
識
を
越
え
た
世
界
的
平
等
観
に
基
づ
く
ご
と
く
読
み
と
れ

る
。
し
か
し
、

つ
ぎ
に
注
意
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
の
は
、

一
方
に
お

い
て
、
日
本
を
世
界
の
宗
国
と
す
る
日
本
中
心
観

に
支
え
ら
れ
て
い
る

こ
と
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
「
我
国
は
開
關
の
初

も
神
代
よ
り
お
こ
り
、

フ

万
邦
の
宗
国
た
る
を
云
な
り
。
…
…
神

書
に
は
日
本
八
大
洲
の
興
る
初

を
記
す
る
な
れ
ど
も
、
実
は
万
国
も
み
な
我
国

の
枝
葉
な
る
ゆ
え
、
万

フ

邦
の
興
起
を
徴
す
と
云
。
」
「支
那
の
人
は
み
つ
か
ら
中
国
中
華
と
称
す

れ
ど
も
、
我
中
国
よ
り
い
え
ば
支
那
も
戎
秋
諸
蛮

の
類
な
る
ゆ
え
、
支

那
諸
蛮
と

つ
ら
ぬ
る
な
り
。
」
(『十
善
略
法
語
随
行
記
』
)
 と
い
い
、
同
じ

く

『
十
善
法
語
』
の
内
容
を
簡
明
に
し
た

『
人
登
奈
留
道
』
(第
三
編
神

道
)
の
な
か
で
も
、
「万
物
み
な
日
光
を
受
て
生
育
す

れ
ば
、

属

の
ひ

ら
く
る
、
我
国
初
た
る
ぺ
し
。
神
霊
の
跡
を
垂

る
瓦
是
に
由
る
欺
。
…

…
そ

の
本
源
国
常
立
よ
り
起
て
、
国
狭
槌
、
豊
勘
淳
、
乾
道
独
化
し
て

そ
の
基
を
な
し
、
…
…
乾
坤
相
参
て
而
も
浄
行

の
徳
ひ
さ
し
。
君
臣
不

ノ

易
十
善
位
う
ご
き
な
き
所
以
な
り
。
」
と
述
ぺ
、
さ
ら

に

『
高
貴
寺
規

キ

ス

ヲ

定
』
で
も

「国
家
之
御
祈
願
、

可
レ
尽
二精
誠
一事
」
と
い
う

一
項
を
設

け
、

そ
の
説
明
の
な
か
で
、
「
四
恩
の
中
、
国
王
の
恩
至
つ
て
大
な
り
。

…
…
外
国
ま
で
此
君
の
威
に
お
そ
れ
恩
に
懐
く
様

な
ら
し
む

ぺ
き
な

り
。
」
と
説

い
て
い
る
。

こ
の
よ
う
な
日
本
宗
国
論
は
、
先
に
も

触
れ

た
ご
と
く
、
雲
伝
神
道
論
に
も
見
ら
れ
た
も
の
で
あ
る
が
、
前
述
の
世

慈
雲

「
十
善
戒
」

の
歴
史
的
役

割
 
(
柏

原
)
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慈
雲

「十
善
戒
」
の
歴
史
的
役
割

(柏

原
)

界
的
、
普
遍
的
視
点
と
併
せ
み
れ
ば
、
そ
の
世
界
主
義
は
根
低
に
強

い

日
本
中
心
観
を
も

つ
て
い
る
も
の
で
あ
り
、

い
わ
ば
日
本
主
義
の
世
界

的
拡
大
論

で
あ
り
、
決
し
て
世
界
的
平
等
観
に
類
す
る
も
の
で
は
な
い

こ
と
が
わ
か
る
で
あ
ろ
う
。
し
た
が

つ
て
十
善
戒
の
通
仏
教
性
も
、

こ

の
よ
う
な
日
本
中
心
観
の
根
源
に
あ
る
神
道
観
と

一
体
化
し
て
、
宗
教

的
普
遍
性

を
減
少
せ
ざ
る
を
え
な
く
な
る
の
で
あ
る
。
た
だ
し
か
し
十

善
戒
提
唱

が
、
世
界
に
ま
で
領
域
を
拡
げ
た
慈
雲
独
得
の
普
遍
的
精
神

を
宿
し
て

い
る
こ
と
と
、
そ
の
根
底
に
日
本
宗
国
論
の
支
え
と
し
て
の

神
国
意
識
、

ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ

ム
が
あ
る

こ
と
は
明
ら
か
で
、
と
く
に
後

者
に
つ
い
て
は
改
め
て
注
意
す
べ
き
で
あ
る
と
お
も
う
。

と
こ
ろ
で
、
こ
の
よ
う
な
日
本
宗
国
論
的
神
道
観
を
み
れ
ば
、
本
居

さ

か

く

し

も

か
み
に

し

あ

れ

ば

そ
の
み
ち
も

ひ
ろ
け

き

か
み
の

み
ち
の

え
だ

宣
長
が

「
釈
迦
孔
子
母
神
爾
志
阿
礼
婆
其
道
母
、
広
祁
伎
神
之
道
之
枝

み
ち道

」
(『
玉
鉾
百
首
』)
 と
歌

っ
た
よ
う
な
復
古
国
学
の
日
本
中
心
的
な

ナ

シ
ョ
ナ
リ
ズ

ム
に
相
応
す
る
こ
と
に
気
づ
く
が
、
少
な
く
と
も
維
新
期

以
前
の
段
階
で
は
、
国
学
の
場
合
と
同
じ
く
、

こ
の
普
遍
的
国
家
意
識

を
酒
養
す
る
神
国
意
識
、

ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ

ム
と
幕
藩
体
制
の
分
散
的
統

治
形
態
と

は
必
ず
し
も
矛
盾
す
る
も
の
で
は
な
く
、
む
し
ろ
相
補
完
す

る
も
の
で
あ
つ
た
。
そ
れ
は
、
幕
藩
体
制
自
体
が
朝
廷
の
儀
礼
的
な
権

威
に
依
存

し
、
朝
廷
か
ら
の
公
的
、
律
令
的
な
補
任
を
う
け
て
、
名
分

的
に
公
職

と
し
て
存
立
し
得
た
か
ら
で
あ
り
、

そ
の
朝
廷
の
公
的
な
権

威
は
天
皇
制
を
権
威
化
す
る
神
国
観
に
よ

つ
て
支
え
ら
れ
て
い
た
か
ら

(
4
)

で
あ
る
。

し
た
が
つ
て
普
遍
的
精
神
と
し
て
の
神
国
意
識
は
、
幕
藩
体

制
の
要
求
す
る
と
こ
ろ
で
も
あ

つ
た
の
で
あ
る
。

以
上
の
よ
う
に
考
察
す
れ
ば
、
慈
雲
の
十
善

戒
の
提
唱
は
、
少
な
く

と
も
二
重
の
意
味
で
よ
り
幕
藩
体
制
の
充
実
化

に
む
け
て
機
能
し
た
と

い
う
べ
き
で
あ
ろ
う
。

一
は
先
述
の
ご
と
く
庶
民
生
活
に
お
い
て
職
分

的
に
充
足
さ
せ
つ
つ
、
よ
り
強
く
身
分
制
社
会

に
積
極
的
に
順
応
さ
せ

る
機
能
を
果
し
、

一
は
神
国
意
識
、

ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ

ム
を
補
強
す
る
こ

と
で
、
よ
り

一
層
幕
藩
制
の
求
め
る
普
遍
的
精
神
を
喚
起
す
る
役
割
を

果
し
た
と
い
う
べ
き
で
あ
ろ
う
。

こ
の
よ
う
に
み
れ
ば
、
十
善
戒
提
唱

は
通
仏
教
性
や
人
間
道
の
自
覚
、
普
遍
的
国
家

へ
の
覚
醒
な
ど
多
く
の

注
目
す
べ
き
内
容
を
も
ち
つ
っ
、
歴
史
的
に
は
幕
藩
体
制
の
補
完

へ
機

能
す
る
役
割
を
果
し
た
に
す
ぎ
な
か
っ
た
と
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

し
か
し
そ
の
十
善
戒
思
想
は
、
決
し
て
以
上
で
終
る
も
の
で
は
な
か
つ

た
。
そ
れ
は
あ
た
か
も
復
古
国
学
が
や
が
て
明
治
維
新
の
思
想
的
支
点

と
な
つ
た
ご
と
く
、
明
治
の
在
家
仏
教
者
た
ち
が
、
仏
教
の
日
本
に
お

け
る
近
代
的
意
味
を
問
い
直
す
際
の
大
き
な
原
動
力
と
な
つ
て
い
つ
た

(
5
)

の
で
あ

つ
た
。

1
 
近
世

の
商
人
蔑
視
観
に

つ
い
て
は
、
柏
原

「
近
世
仏
教

の
四
民
論
」
(
『
仏

教
史
学
会
創
立
三
十
周
年
記
念
論
集
』

収
)
 参

照
。

2
 

註
1
論

文
参
照
。

3
 
柏
原

「
神
道
を

め
ぐ
る
近
世
儒
仏

の
討
論
-
慈

雲

の
神
道
思
想
を
介

し

て
-
」
(
『
仏
教
思
想
史
』
I
I
収
、一
九
八
〇
年
)
 参
照
。

4
 
幕

藩
体
制

と

神

国
思
想

の
共
存

に
つ
い
て
は
、

註
3
論

文
参

照
。

5
 

明
治

在

家
仏

教

者

の
十
善
戒
思
想

に

つ
い
て
は
、
池
田
英
俊
氏

『
明
治

の
新
仏
教
運
動
』
等

の

一
連

の
業
績
や
、

三
宅
守
常
氏

「
明
治
仏
教
に
お
け

る
十
善
戒

の
問
題
」

(本
誌

二
六
-
二

)
 な
ど
を
参
照
。

筆
者

も
近
稿
を
予
定
。

(
大
谷
大
学
教
授

・
文
博
)
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